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説明 

 産総研再生可能エネルギー研究センターは，再生可能エネルギー熱の一つである地中熱

（吉岡・内田，2022）の利用可能性（ポテンシャル）を評価するため，国内各地の平野・

盆地において水文地質構造解析とそれに基づく広域三次元地下水流動・熱輸送シミュレー

ションを実施してきた（例えば Shrestha et al, 2018, 2023）．本研究資料集は，地中熱ポテ

ンシャル評価研究の一環として，会津盆地の水文地質構造解析を行う目的で 2014 年から

2016 年にかけて採取された会津盆地のオールコア試料の層相，テフラ，花粉化石，放射性

炭素年代（以下，14C 年代），古地磁気のデータをまとめたものである．諸般の事情により

論文としての公開が適わなかった研究であるが，会津盆地の浅部地下地質における貴重な

分析データが得られていることから，今後の調査・研究に資することを目的に研究資料集

として公表するものである． 

 

 本資料集は以下の内容で構成される． 

1 対象コアと分析方法 

2 コアの分析結果 

2.1 GS-AZU-1…層相，テフラ，14C年代，花粉化石 

2.2 GS-SOK-1…層相，テフラ，14C年代，花粉化石，古地磁気 

2.3 GS-NT-1…層相，テフラ，14C年代，花粉化石 

2.4 AZ-12-2…花粉化石 

3 図表（別紙） 

図 1. 会津盆地とコア掘削位置 

図 2. オールコアの柱状図 
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図 3. 火山ガラスの主成分化学組成 

図 4.花粉ダイアグラム（木本植物） 

表 1 コアから得られたテフラとそれに対比可能なテフラの諸特性 

表 2 コアから得られた試料の 14C年代測定値 

表 3 GS-SOK-1コアの古地磁気測定結果 

  

引用例：石原武志・鈴木毅彦（2026）会津盆地で掘削された複数のオールコアの解析結果．

地質調査総合センター研究資料集，no.773，産総研地質調査総合センター． 

 

1. 対象コアと分析方法 

1.1 コアの概要 

対象とするオールコアは，2本が会津盆地西部に，2本が盆地東部で採取されたもので，

いずれも会津盆地西縁断層帯と東縁断層帯の下盤側に位置する（図 1）．新規に掘削した 3

本のオールコア（GS-AZU-1，GS-SOK-1，GS-NT-1）は，三井金属資源株式会社により実

施されたオールコアボーリング（コア径 86 mm）で得られたものである．いずれのコアも

採取率は 90%以上である．AB-12-2コアは株式会社サンコアにより掘削された（コア径 68 

mm）． 

 

GS-AZU-1 コア：会津大学（会津若松市）で 2015 年 10～11 月に掘削された（北緯

37°31′19.5″，東経 139°56′12.5″，孔口標高 208.36 m，掘削深度 100.5 m）．  

GS-SOK-1コア：御殿場公園（喜多方市塩川町）で 2014年 10～12月に掘削された（北緯

37°35′50.4″，東経 139°52′59.2″，孔口標高 175.99 m，掘削深度 130.0 m）．  

GS-NT-1 コア：新鶴生涯学習センター（会津美里町）で 2016 年 11～12 月に掘削された

（北緯 37°30′41.0″，東経 139°49′50.9″，孔口標高 201.64 m，掘削深度 100.0 m）．  

AB-12-2 コア：会津坂下町の住宅建設予定地（当時）で 2012年 5～7月に掘削された（北

緯 37°33′44.6″，東経 139°48′40.8″，孔口標高 179.09 m，掘削深度 99.5 m；鈴木ほか，

2016）． 

 

1.2 コアの観察と各種分析 

1.2.1 層相記載 

 新規の 3 本のコアは掘削後室内で半裁し，礫層や固結したシルト層，砂層については表

面を剥ぎ取り観察した．肉眼による岩相観察に基づき柱状図を作成した（図 2）．また，テ

フラ，年代測定用の試料は肉眼観察に基づいて適宜採取した． 

 

1.2.2 テフラ分析 

 観察したテフラの中で広域に分布すると判断したものについては，火山ガラスの屈折率
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測定と主成分化学組成分析（EDS分析）を行った（図 3，表 1）．屈折率測定は，首都大学

東京都市環境学部地理学教室所有の温度変化型屈折率測定装置（RIMS2000：京都フィッ

ショントラック製）を用いて，1試料につき 20粒子以上を測定した．EDS分析は，同教室

所有の日本電子製走査型電子顕微鏡 JSM-6390および EDAX社製エネルギー分散型 X線分

析装置 EDAX-Genesis APEX2を用いた．EDS分析における測定条件は，加速電圧 15kV，

試料電流 0.6nA であり，標準試料を用いた ZAF 補正を行い，1 試料につき 13 以上のガラ

ス片を測定した．また，各試料の分析前後には姶良丹沢テフラ（AT：町田・新井，2003）

の火山ガラスを標準試料として測定し機器の安定性を確認している．本分析の詳細と信頼

性は Suzuki et al. (2014)に示されている． 

 会津盆地周辺では，地域指標テフラの層序が確立されており，広域テフラ層との層位関

係も明らかにされている（山元，1999a，b，2012；山元ほか，2006；Yamamoto, 2011；

鈴木ほか，2004，2016；Suzuki et al., 2017）．会津地域における第四紀の重要な地域指標

テフラとしては，会津盆地の西側に位置する沼沢火山（後期更新世～完新世）および砂子

原カルデラ（中期更新世）を起源とするテフラ群と，南会津の旧カルデラ群を起源とする

白河火砕流堆積物群（前期更新世後期；吉田・高橋，1991）が挙げられる（図 1）．しかし，

これらのテフラの名称や個々のテフラの対比，給源の推定は必ずしも一致していない．本

研究資料集においては，テフラ分析を Suzuki et al. (2014)，鈴木ほか（2016）などの手法

に従い実施しているため，対比には鈴木・早田（1994），鈴木ほか（1995，2004），鈴木

ほか（2016）， Suzuki et al., (2017) による名称を用いる． 

 

1.2.3 14C年代測定 

 14C 年代測定は，GS-AZU-1 から 19 層準，GS-SOK-1 から 14 層準の泥炭，有機質シル

ト，植物片および木片試料を採取して行った（表 2）．測定は株式会社加速器分析研究所と

Beta Analytic に依頼した．年代測定は加速器質量分析法で実施され，試料調製後に加速器

質量分析計により測定された．得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った

後，14C 年代と暦年代が算出された．暦年較正では IntCal13 データベース（Reimer et 

al.,2013）を用い，OxCalv4.2較正プログラム（Bronk Ramsey, 2009）を使用した． 

 

1.2.4 花粉化石分析 

 花粉化石分析（図 4）は GS-SOK-1から 20試料，GS-AZU-1から 30試料，GS-NT-1コ

アの深度から 28 試料，AB-12-2 コアから 15 試料を採取し，有限会社アルプス調査所に依

頼した．花粉化石の分離及びプレパラートの作成法は，Hongo（2007）の「手順 B」に準

ずる．花粉化石の形態観察および同定は，倍率 400 倍および 600 倍で行った．花粉化石の

同定にあたっては，現生花粉標本と比較して分類群を決定した．なお，本研究ではコナラ

属コナラ亜属を Quercus と表示し，コナラ属アカガシ亜属を Cyclobalanopsis と表示する．

花粉化石の計数は同定された花粉・胞子化石のうち，完全形または破片の場合は半分以上
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残っていたものを対象とした．木本植物の花粉化石総数が 1 試料につき 200 個を超えるま

で計数した．また，この過程で観察される草本植物の花粉化石およびシダ植物の胞子化石

も集計した． 

 

1.2.5 古地磁気分析 

 古地磁気分析は，GS-SOK-1 の深度 84.60～129.13 m から採取した 10 試料で実施した

（表 3）．7cc のプラスチックキューブを打ち込んで試料を採取し，分析を株式会社蒜山地

質年代学研究所に依頼した．各試料に対し，夏原技研製スピナー磁力計（SMM-85）を用

いて自然残留磁化を測定した後，夏原技研製交流消磁装置（DEM-95）を使用して段階交

流消磁・測定を行った．消磁段階は 8段階である．  

 

2. コアの分析結果 

2.1 GS-AZU-1コア 

2.1.1 層相記載 

深度 5.00 m までは盛土及び土壌で，その下位は深度 52.55 m まで細粒堆積物が卓越する

（図 4）．深度 36.50～41.60 m に中礫（径 10～40 mm）を主体とし最大径 70 mm の大礫

を含む亜円礫層が認められる．礫は砂岩，泥岩，安山岩，凝灰岩などで構成される．上記

の深度以外は主に緑灰色のシルト層からなり，植物片や有機物が散在する．一部は黒灰色

の有機質シルト層や泥炭になる．全体的に未固結で粘性が高い．シルト層の間には，主に

1～20 cm の層厚で細粒砂～粗粒砂層が挟在し，その一部は級化または逆級化する．深度

52.55～62.43m は緑灰色～灰色のシルト～砂質シルト層を主体とする．シルト層は全体的

に固結しており，特に粘土質の部分は固結度が高い．砂質の部分は固い一方，やや崩れや

すい．所々に弱い層理がみられ，細粒砂～粗粒砂や礫の薄層を挟むほか，細礫や軽石片が

散在するところも見られる．深度 62.43～62.85 mは木片の集積する泥炭層で，深度 62.65

～62.80 mに大型の植物遺体が認められた．深度 62.80～65.80 mは軽石片や斑晶鉱物，岩

片が散在する無層理の緑灰色～灰色シルト層である．深度65.80～76.32 mと78.74～91.40 

m は黄褐色～褐色の火砕流堆積物（後述）であり，その間には礫層が挟まる．礫層は径 1 

cm以上の中礫サイズの亜円～亜角礫を主体とし，径 10 cm以上の大礫を含む．深度 91.40

～100.5 m は主に黄褐色の軽石混じり粗粒砂層と砂混じりの凝灰質シルト層の互層である． 

 

2.1.2テフラの記載 

 テフラは 6層準が検出された（図 2；表 1）．以下，産出深度順に特徴を記載する． 

深度 13.35～13.39 m，13.50～13.53 m 灰白色の火山灰で，上下の 2層に分かれる．下位

のテフラは有機質シルト層中に挟まり，上位のテフラは緑灰色シルト層中に認められる．

両テフラは層厚がそれぞれ 3 cm，4 cm であり，いずれも細粒砂サイズの無色透明なバ

ブルウォール型火山ガラスで構成される．火山ガラスの屈折率は n=1.499～1.501，主成
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分化学組成は，SiO2：77.9wt%，Al2O3：12.4wt%，Na2O：3.3wt%，K2O：3.5wt%で

ある（図 3a）． 

本テフラの岩相記載学的特徴や火山ガラスの屈折率，主成分化学組成は南九州の姶良

カルデラ起源の姶良丹沢テフラ（AT，30.009 ± 0.189 ka BP；Smith et al., 2013）のそれ

らと一致することから，ATと認定できる（石原ほか，2017）．  

深度 30.28～30.30 m にぶい黄橙色の火山灰で，シルト層中に明瞭な境界を持って 2 cm

の厚さで挟まる．本層は極細粒砂サイズの無色透明なバブルウォール型火山ガラスが濃

集し，わずかにスポンジ型火山ガラスも認められる．火山ガラスの屈折率は n=1.508～

1.513，主成分化学組成は，SiO2：71.8wt%，Al2O3：15.1wt%，Na2O：4.3wt%，

K2O：4.6wt%である（図 3a）． 

本テフラの以上の特徴は九州の阿蘇カルデラ起源の阿蘇 4 テフラ（Aso-4，87.1 ka；

青木ほか，2008）と一致することから，Aso-4と認定した（石原ほか，2017）． 

深度 34.10～35.13 m 上下のシルト層と明瞭な境界で接する灰色～灰白色～灰黄色軽石質

火山灰からなる．本層は全体的に上方細粒化する傾向にあり，下部の 58 cm は極粗粒砂

サイズ（平均粒径約 1 mm，最大粒径約 10 mm）を主体とし，上部 35 cmは粗粒砂～細

粒砂サイズの軽石が混在する．軽石は黒雲母，ホルンブレンド，石英を含む．火山ガラ

スの屈折率は n=1.498～1.501，主成分化学組成は，SiO2：77.5wt%，Al2O3：13.3wt%，

Na2O：3.3wt%，K2O：3.9wt%である（図 3b）． 

本テフラの特徴は，福島県西部に位置する沼沢火山起源の沼沢芝原テフラ（Nm-SB，

110 ± 20 ka；鈴木ほか，2004）のそれらと類似することから，Nm-SB に同定した（石

原ほか，2017）．Nm-SB が Aso-4 の下位に位置すること（鈴木ほか，2004）も，GS-

AZU-1コアのテフラ層位と整合的である． 

深度 51.90～52.55 m 灰～灰白色を呈する．下部 15 cmは有機質シルト中にレンズ上に挟

まる極細粒砂サイズの火山灰で，下位の砂質シルト層との境界は明瞭でないが，固結度

の違いから識別した．上部 55 cm は細粒砂から粗粒砂へ逆級化する灰白色の軽石質火山

灰で，上位のシルト層とは比較的明瞭な境界で接する．スポンジ状の軽石型火山ガラス

を多く含み，繊維状の軽石型火山ガラスも見られる．有色鉱物では黒雲母が含まれる．

火山ガラスの屈折率は n=1.495～1.498，主成分化学組成は，SiO2：77.5wt%，Al2O3：

13.1wt%，Na2O：3.4wt%，K2O：4.2wt%である（図 3b）． 

本テフラの以上の特徴は，会津盆地西縁山地に位置する砂子原カルデラ起源のテフラ

にみられる（鈴木ほか，2004）．同カルデラ起源のテフラのうち，砂子原松ノ下テフラ

（Sn-MT，180-260 ka；鈴木ほか，2004）に主成分化学組成の特徴が一致することから，

Sn-MTに同定した（石原ほか，2017）． 

深度 65.80～76.32 m 黄褐色～褐色の非溶結火砕流堆積物である．基質はシルトサイズを

主体とし，深度 68.00～70.60 m 付近は細～粗粒砂サイズとなる．1～2 mm 程度の軽石

や斑晶鉱物を全体的に多く含み，径 50 mm程度の亜円～亜角礫も稀にみられる．斑晶鉱
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物は斜方輝石，単斜輝石からなり，ホルンブレンドをわずかに含む．火山ガラスはスポ

ンジ状，繊維状がみられる．斜方輝石とホルンブレンドの屈折率はそれぞれ γ=1.707～

1.715，n2=1.671～1.680 である．また，火山ガラスの屈折率は n=1.502～1.504，主成

分 化 学 組 成 は SiO2：77.7～77.8wt%，Al2O3：12.0～12.1wt%，Na2O：2.4wt%，

K2O：3.2～3.3wt%である（図 3c）． 

  本火砕流堆積物は，南会津の旧カルデラ群を給源とする白河火砕流堆積物群（吉田・

高橋，1991；Yamamoto, 2011）の勝方火砕流堆積物（Sr-Kc-U8，0.92～0.91 Ma；

Suzuki et al., 2017）天栄火砕流堆積物（Sr-Tne，；Suzuki et al., 2017）と岩石記載学的

特徴や有色鉱物，火山ガラスの屈折率，及び火山ガラスの主成分化学組成が類似する．

しかし，主成分化学組成を詳細にみると，FeOとCaOの値が天栄火砕流堆積物よりも高

い．したがって，本層は勝方火砕流堆積物の可能性が考えられる（石原ほか，2017）． 

深度 78.74～91.40 m 黄褐色の非溶結火砕流堆積物である．1～2 mm程度の軽石粒子から

なり，中粒砂サイズの基質支持である．径 1～2 cm の亜角礫も所々にみられる．斑晶鉱

物は斜方輝石，単斜輝石，および少量のホルンブレンドの斑晶鉱物からなる．火山ガラ

スはスポンジ状，繊維状がみられる．斜方輝石とホルンブレンドの屈折率はそれぞれ

γ=1.708～1.719，n2=1.673～1.682 である．また，火山ガラスの屈折率は n=1.503～

1.505，主成分化学組成は SiO2：77.6～77.7wt%，Al2O3：12.0～12.1wt%，Na2O：2.3

～2.4wt%，K2O：3.3～3.4wt%である（図 3c）． 

  火砕流堆積物も岩石記載学的特徴や主成分化学組成が勝方火砕流堆積物と類似してい

る（石原ほか，2017）．勝方火砕流堆積物よりも下位の西郷（Sr-Nsg；Suzuki et al., 

2017），芦野（Sr-Asn-Kd8；Suzuki et al., 2017），赤井（Sr-Aki-Kd18；Suzuki et al., 

2017），隈戸（Sr-Kmd；Suzuki et al., 2017）のうち，本火砕流堆積物と鉱物組成の特徴

が類似しているのは芦野火砕流堆積物である．しかし，主成分化学組成を比較すると本

火砕流堆積物の FeO と K2O の値が芦野火砕流堆積物よりも優位に高く，両者を対比す

ることはできない．礫層を挟んだ上下の火砕流堆積物の記載岩石学的特徴は，いずれも

勝方火砕流堆積物に対比可能である．これらが意味することとして，勝方火砕流堆積物

の噴出期間中の小休止で礫層が堆積したか，あるいは時間間隙をもつ 2 回の噴火でほぼ

同じ性質の火砕流堆積物が噴出した可能性などが考えられる．後者の場合，勝方火砕流

堆積物の上位または下位に，これまで記載されていない火砕流堆積物が存在することに

なる． 

 

2.1.3 14C年代測定 

GS-AZU-1 コアから得られた 14C 年代値を図 2,4a と表 2 に示す．深度 5.90～16.31m の

16層準からは，20,380～38,410 cal BPの年代値を得た．最下位の深度 22.88～22.89mの

腐植物の年代値は>53,900BP であった．年代値は概ね深度に沿って古くなるが，一部の試

料（AZU-0929，AZU-1084，AZU-1100，AZU-1150）は深度に対して逆転している． 
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2.1.4 花粉化石の記載 

GS-AZU-1コアの花粉化石分析結果を図 4aに示す．産出した木本植物の主な分類群は，

常緑針葉樹ではモミ属（Abies），トウヒ属（Picea），ツガ属（Tsuga），マツ属（Pinus）

などのマツ科（Pinaceae），スギ属（Cryptomeria）およびコウヤマキ属（Sciadopitys），

落葉広葉樹ではクルミ属／サワグルミ属（Juglans/Pterocarya），カバノキ属（Betula），ハ

ンノキ属（Alnus），ブナ属（Fagus），コナラ属（Quercus），ニレ属／ケヤキ属

（Ulmus/Zelkova）などである．また，コア下部の層準にはメタセコイア属（Metasequoia）

も含まれていた． 

会津盆地周辺の更新統堆積物の植物化石群集帯区分に基づくと，寒冷期にはマツ科の針

葉樹とカバノキ属などの分類群を主とし，温暖期には落葉広葉樹であるブナ属，コナラ属

などが相対的に優勢となる（鈴木・竹内，1989；鈴木ほか，1990）．そこで，これらの木

本植物花粉の産出組み合わせに基づき，上位からAZU-1帯～11帯までの地域花粉群集帯を

設定した．以下に各花粉群集帯の特徴を述べる．  

AZU-1 帯（試料番号 7.41～11.55）トウヒ属，マツ属が高率を占めるほか，モミ属，ツガ

属の産出率が相対的に優勢である．ブナ属，コナラ属はほとんど産出しない．カバノキ

属は試料番号 11.55で多く産出し，上位へ向かって減少する． 

AZU-2 帯（試料番号 12.85～17.00）トウヒ属，マツ属，カバノキ属が高率で産出する．ブ

ナ属，コナラ属は低率である． 

AZU-3 帯（試料番号 18.40，21.75）コナラ属およびニレ属／ケヤキ属が増加する．ブナ属

は極めて低率である． 

AZU-4 帯（試料番号 24.10，24.10）ブナ属やコナラ属が減少する一方，モミ属，トウヒ属，

ツガ属，マツ属が優勢を占める．試料番号 24.10 ではコウヤマキ属（Sciadopitys）が高

率を占める． 

AZU-5 帯（試料番号 26.80～30.80）マツ科及びクルミ属／サワグルミ属，ブナ属，コナラ

属などが産出する．特に，コナラ属が比較的優勢であるほか，アカガシ亜属

（Cyclobalanopsis）が極めて低率ながら出現する．試料番号 26.80 ではコウヤマキ属が

高率を占める． 

AZU-6 帯（試料番号 33.80，36.00）モミ属，トウヒ属，ツガ属，マツ属の産出率が減少し，

ハンノキ属が非常に高率を占める．試料番号 36.00ではブナ属，コナラ属が AZU-V帯と

比較してやや増加する． 

AZU-7 帯（試料番号 41.63～45.30）カバノキ属が多く産出するほか，モミ属，トウヒ属，

ツガ属，マツ属も比較的優勢である．一方，ブナ属やコナラ属などは極めて低率である． 

AZU-8 帯（試料番号 46.94～48.30）トウヒ属が高率で産出し，ツガ属，マツ属がこれに次

ぐ，一方，ブナ属やコナラ属，クルミ属／サワグルミ属，ニレ属／ケヤキ属は極めて低

率である． 
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AZU-9 帯（試料番号 51.10）ハンノキ属が高率を占め，針葉樹種は極めて低率である．コ

ナラ属とアカガシ亜属が産出する． 

AZU-10 帯（試料番号 57.10～64.00）ツガ属，マツ属，カバノキ属，ハンノキ属が優勢で

あり，スギ属は低率である．試料番号 57.10 ではトウヒ属，ツガ属，マツ属が著しく減

少する．本帯中の深度 62.65～62.80 mより産出した大型植物遺体は，針葉樹のトガサワ

ラ（Pseidotsuga japonica）と同定された． 

AZU-11 帯（試料番号 98.90，99.20）スギ属が高率を占め，トウヒ属，ハンノキ属がこれ

に次ぐ．また，低率ながらメタセコイア属が産出する． 

 

2.2 GS-SOK-1コア 

2.2.1 層相記載 

 地表から深度 1.60 mまでは盛土であり，それ以深は深度 3.00 m まで暗灰色シルト層と

粗粒砂・中粒砂を主体とする軽石混じり砂層，その下位は深度 6.00 mまで中礫を主体とし

大礫（最大径約 7 cm）を含む亜円礫層である．礫層の下位は，深度 17.75 mまで主に未固

結の緑灰色～暗灰色シルト・有機質シルトからなり，層厚 10～30 cmの細粒砂層を部分的

に挟む．深度 17.75～20.20 m は粗粒砂～中粒砂層であり，深度 18.00～19.40 m は径 5～

40 mm の中礫が散在する．深度 20.20～22.70 m は主に中礫からなる亜円礫層（最大径 7 

cm）を主体とし，間にシルト～粗粒砂層を挟む．その下位は深度 25.90 m まで層厚 20～

50 cmの緑灰色シルトと層厚 10～40 cmの粗粒砂～中粒砂層の互層である．全体的に植物

片や有機物を散在する．深度 25.90～63.50 mは，径 5～40 mmの中礫を主体とし大礫（最

大径 8 cm）を所々多く含む亜円礫層であり，概ね基質支持である．層厚 10～50 cmのシル

ト～粗粒砂層を所々に挟む．礫は，全体的に安山岩が認められ，泥岩，砂岩，白色・緑色

の凝灰岩，チャートなども含む．深度 63.50 m 以深は礫層とシルト・砂層が互層状に認め

られる．深度 67.00～75.00 m，85.00～89.00 m，92.00～100.00 m，104.50～110.50 m，

116.50～126.50 m，129.50～130.50 m は最大径 8 cm の大礫を含む中礫主体（径 5～50 

mm）の亜円礫層で，基質支持である．その間に緑灰色シルト～有機質シルト層および粗

粒砂～細粒砂層が認められる．礫は安山岩が多くみられるほか，白色・緑色の凝灰岩など

も含まれる． 

  

2.2.2 テフラの記載 

GS-SOK-1コアの深度 81.57～81.76 mから産出したテフラについて記載する（図 2，表

1）．  

深度 81.57～81.76 m 灰～灰白色のシルトで，下位の有機質シルト層および上位のシルト

層と明瞭な境界で接し，境界面は平坦である本テフラは繊維状の火山ガラスに富み，黒

雲母と石英を含んでいる．火山ガラスの屈折率は n=1.496～1.498，主成分化学組成は

SiO2：78.0wt%，Al2O3：13.1wt%，Na2O：4.0wt%，K2O：3.1wt%である（図 3b）． 
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  本テフラの以上の特徴は，砂子原カルデラ起源のテフラに見られるものである．砂子

原カルデラ起源のテフラのうち，砂子原逆瀬川テフラ（Sn-SK，290 ± 60 ka；山元，

1992，鈴木ほか，2004）と主成分化学組成が調和的であることから，本テフラをSn-SK

に同定した（石原ほか，2017）． 

 

なお，深度 1.60-1.80 m にもテフラ層が認められ，岩相記載学的特徴や火山ガラスの

屈折率，主成分化学組成の特徴から沼沢火山起源の沼沢沼沢湖テフラ（Nm-NM，5.4 

ka；山元，2003）に同定できた．しかし，本層下位のシルト層から得られた 14C 年代値

（表 2）と年代が逆転していることから，本テフラ層は盛土の材料として人為的に運ば

れた可能性があると考え，テフラ層序から除外した． 

 

2.2.3 14C年代測定結果 

GS-SOK-1コアから得られた 14C年代値を図 4bと表 2に示す．深度 1.86mと深度 2.13m

の腐植物の年代値は modern 及び post0-290cal BP であった．深度 6.28～19.65mの 10 層

準からは，17,510～34,295 cal BPの年代値を得た．深度 25.85mと 33.70mの腐植物の年

代値は>43,500 BPを示す．30,000 cal BPより古い年代値に関しては，深度に応じた 2試

料（SOK-0764，SOK-1203）は深度に対して逆転している．また，SOK-1189 と SOK-

1965の試料は 13C補正値が得られず，上下の試料に対して年代値が大幅にずれる（表 2の

斜体字）． 

 

2.2.4 古地磁気測定結果 

 GS-SOK-1コアの深度 84.60～129.13 m の範囲（図 4b）から採取した 10試料の古地磁

気測定結果を表 3 に示す．全試料の伏角が正の値を示し，正極性期についた磁化であった． 

 

2.2.5 花粉化石の記載 

 GS-SOK-1 コアから産出した木本植物の主な分類群は，常緑針葉樹のマツ科とスギ属，

および落葉広葉樹のクルミ属／サワグルミ属，カバノキ属，ハンノキ属，ブナ属，コナラ

属，アカガシ亜属， ニレ属／ケヤキ属などである．コア下部の層準にはメタセコイア属も

含まれていた．GS-AZU-1 コアと同様に主要な木本植物の産出組み合わせに基づき，上位

から SOK-1帯～13帯までの地域花粉群集帯を設定した（図 4b）． 

SOK-1 帯（試料番号 10.7，12.2）カバノキ属が高率を占め，マツ属がこれに次ぐ．スギ属，

ブナ属，クルミ属／サワグルミ属およびアカガシ亜属はほとんど産出しない． 

SOK-2 帯（試料番号 14.4，16.8）カバノキ属，コナラ属，ブナ属，トウヒ属およびマツ属

が比較的優勢で，スギ属およびアカガシ亜属を極めて低率に伴う． 

SOK-3 帯（試料番号 20.5，23.5）カバノキ属が高率を占め，トウヒ属，マツ属およびニレ

属／ケヤキ属がこれに次ぐ．一方，ブナ属およびクルミ属／サワグルミ属は極めて低率
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であり，スギ属およびアカガシ亜属はほとんど産出しない． 

SOK-4帯（試料番号 43.4）マツ属が優勢であり，トウヒ属，スギ属，ブナ属およびコナラ

属がこれに次ぐ．クルミ属／サワグルミ属およびアカガシ亜属を低率に伴う．  

SOK-5帯（試料番号 48.3）マツ属が優勢であり，ブナ属，ハンノキ属およびトウヒ属がこ

れに次ぐ．クルミ属／サワグルミ属を低率に伴う． 

SOK-6帯（試料番号 59.8）コナラ属が優勢であり，マツ属およびトウヒ属がこれに次ぐ．

クルミ属／サワグルミ属を低率に伴う． 

SOK-7帯（試料番号 63.9）カバノキ属が高率を占め，トウヒ属およびハンノキ属がこれに

次ぐ．一方，コナラ属は低率であり，ブナ属は極めて低率である．クルミ属／サワグル

ミ属を低率に伴う． 

SOK-8 帯（試料番号 66.5，72.9）マツ属が優勢であり，コナラ属，ハンノキ属およびカバ

ノキ属がこれに次ぐ．トウヒ属およびツガ属は帯の下部では高率に産出するが，帯の上

部ではきわめて低率である．クルミ属／サワグルミ属を低率に伴う． 

SOK-9帯（試料番号 78.1）マツ属が高率を占め，トウヒ属がこれに次ぐ．一方，ブナ属，

コナラ属およびニレ属／ケヤキ属は極めて低率である．クルミ属／サワグルミ属はほと

んど産出しない． 

SOK-10 帯（試料番号 81.9）スギ属およびマツ属が優勢であり，ブナ属，コナラ属，ハン

ノキ属およびカバノキ属がこれに次ぐ．クルミ属／サワグルミ属を低率に伴う． 

SOK-11帯（試料番号 90.8～104.3）トウヒ属が高率を占め，マツ属およびカバノキ属がこ

れに次ぐ．一方，ブナ属，コナラ属およびニレ属／ケヤキ属は極めて低率である．クル

ミ属／サワグルミ属はほとんど産出しない． 

SOK-12 帯（試料番号 111.1～114.0）マツ属が比較的優勢で，ブナ属，ニレ属／ケヤキ属

およびハンノキ属がこれに次ぐ．トウヒ属，スギ属，コナラ属，およびクルミ属／サワ

グルミ属を低率に伴う． 

SOK-13帯（試料番号 126.7）トウヒ属およびブナ属が比較的優勢で，コナラ属，ハンノキ

属，およびクマシデ属／アサダ属（Carpinus/Ostrya）がこれに次ぐ．ほかにマツ属，ス

ギ属およびクルミ属／サワグルミ属を低率に伴う．また，新第三紀型植物の分類群であ

るシマモミ属（Keteleeria），メタセコイア属，ペカン属（Carya）およびフウ属

（Liquidambar）の低率な産出が認められる． 

 

2.3 GS-NT-1コア 

2.3.1 層相記載 

 地表から深度 0.40 mまでは盛土であり，その直下には軽石混じりの火山灰質細粒砂～粗

粒砂層が深度 4.00 mまで続く．深度 4.00～10.00 mは主に暗灰色～緑灰色の細粒砂～粗粒

砂層，10.00～20.00 m は緑灰色のシルト～有機質シルト層と細粒砂～粗粒砂層の互層，

20.00～30.07 m は緑灰色のシルト～有機質シルト層主体で所々に泥炭層を挟む．深度
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30.07 mからは礫層と砂泥層の互層となる．深度 31.40～35.50 m，42.50～45.00 m，52.30

～58.70 m，60.10～62.00 m，66.40～67.30 m，76.30～79.50 m，81.40～88.80 m，92.00

～99.50 mは最大径 7 cmの大礫を含む中礫主体（径 1～4 cm）の亜円礫層で，基質支持で

ある．その間に，緑灰色のシルト～有機質シルト層と細粒砂～粗粒砂層が認められる．礫

は砂岩，凝灰岩，安山岩などがみられる． 

 

2.3.2 テフラの記載 

GS-NT-1 コアから産出した 2 層のテフラ（図 2）について，産出深度順に記載する（表

1）．なお，この他にも深度 0.40～1.30，2.25～4.00 m，深度 25.58～25.62 m，深度 38.70

～39.00 m，深度 45.00～46.00 mからテフラを検出しているが，分析データ精度に課題が

あるため，本資料集では取り扱わないものとする． 

深度 49.38～51.20，51.94～52.20 m 灰色のシルト～粗粒砂からなる層厚 182 cmの上部

と，明褐灰色の粗粒砂サイズの軽石を主とする層厚 26 cm の下部に分かれる．下部の火

山ガラスは繊維状およびスポンジ状であり，屈折率はそれぞれ n=1.497-1.498，n = 

1.495-1.497である．有色鉱物は黒雲母が主体である．火山ガラスの主成分化学組成は，

上部が SiO2：77.5wt%，Al2O3：13.5wt%，Na2O：3.2wt%，K2O：4.1wt%，下部が

SiO2：77.4wt%，Al2O3：13.5wt%，Na2O：3.2wt%，K2O：4.0wt%である（図 3d）． 

本テフラの特徴は，会津盆地の Loc.3で採取した砂子原田頭テフラ（TG，129 ka；鈴

木ほか，2004，青木ほか，2008）と特徴が類似していることから，対比できる可能性が

ある（石原ほか，2018）． 

深度 99.90～100.00 m 層厚 10 cmの中粒砂サイズの軽石質火山灰層である．火山ガラス

はスポンジ状であり，屈折率は γ=1.497-1.498 である．有色鉱物はホルンブレンドおよ

び黒雲母が含まれる．火山ガラスの主成分化学組成は，SiO2：44.9wt%，Al2O3：

13.0wt%，Na2O：2.8wt%，K2O：4.4wt%である（図 3d）．  

本テフラは，AB-12-2 コアの深度 99.25-99.26 m から検出した未同定テフラに対比で

きる可能性がある（石原ほか，2018）． 

 

2.3.3 14C年代測定結果 

GS-NT-1 コアから得られた 14C 年代値を図 4 と表 2 に示す．深度 4.08～4.10m と深度

9.82～9.86 m の有機質土の年代値は完新世の値を示す．深度 13.20～26.08 m の 9 層準か

らは，12,780～30,880 cal BPの年代値を得た．年代値は概ね深度に沿って古くなる．  

 

2.3.4 花粉化石の記載 

GS-NT-1 コアの樹木花粉の分析結果を以下に記載する（図 4c）．検出された木本植物の

主な分類群は，常緑針葉樹のマツ科とスギ属，および落葉広葉樹のカバノキ属，ハンノキ

属，ブナ属，コナラ属などである．主要な樹木花粉の算出割合の変遷をもとに，上位から
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NT-1 帯～11 帯までの地域花粉帯を設定した．この内，NT-9 帯と NT-11 帯については樹木

花粉の数が基数に満たなかったため記載を省略した．  

NT-1 帯（試料番号 13.25）落葉広葉樹のコナラ属が極めて高率に出現し，ブナ属，ハンノ

キ属がこれに次ぐ．常緑針葉樹のマツ科は極めて低率である． 

NT-2帯（試料番号 15.33～27.70）トウヒ属カバノキ属が高率を占め，モミ属，ツガ属，マ

ツ属がこれに次ぐ．この他，ニレ属／ケヤキ属やクマシデ属／アサダ属がみられる．ブ

ナ属，コナラ属は激減し，極めて低率である． 

NT-3 帯（試料番号 29.60）ハンノキ属が極めて高率を占め，カバノキ属やクマシデ属／ア

サダ属がこれに次ぐ．マツ科やブナ属，コナラ属極めて低率である． 

NT-4 帯（試料番号 36.50）ブナ属，コナラ属，ニレ属／ケヤキ属，ハリゲヤキ属

（Hemiptelea）が比較的優勢である．マツ科はマツ属がやや高率を占める以外は全体的

に低率である． 

NT-5帯（試料番号 40.10～42.20）試料番号 40.10はモミ属，トウヒ属，ツガ属，マツ属が

高率を占め，カバノキ属がこれに次ぐ．試料番号 41.40 では，カバノキ属とハンノキ属

が優勢で，マツ科は極めて低率である．ブナ属やコナラ属はほとんど検出されない．試

料番号 42.20は樹木花粉が基数に満たないため，記載を省略する． 

NT-6 帯（試料番号 56.50）ハンノキ属が極めて高率を占め，カバノキ属がこれに次ぐ．マ

ツ科，ブナ属，コナラ属はほとんど検出されない． 

NT-7帯（試料番号 59.30～75.30）モミ属，トウヒ属，ツガ属，マツ属高率を占め，カバノ

キ属とハンノキ属がこれに次ぐ．ブナ属，コナラ属，ニレ属／ケヤキ属は極めて低率で

ある． 

NT-8帯（試料番号 79.70，81.15） 

マツ属，スギ属が優占し，ほかにトウヒ属，ツガ属，ブナ属，ニレ属／ケヤキ属などが

認められる． 

NT-10 帯（試料番号 95.20，97.00）ハンノキ属，ブナ属，コナラ属が優勢で，マツ科はほ

とんど認められない．試料番号 97.00 は樹木花粉が基数に満たないため，記載を省略す

る． 

 

2.4 AB-12-2コア 

2.4.1 層相・テフラ層序 

 AB-12-2 コアの層相とテフラ層序については，鈴木ほか（2016）に基づき簡潔に記載す

る（図 2）．地表から 1.40 m までは盛土・土壌層，深度 1.40～76.81 m までは砂層，シル

ト層，泥炭層が卓越する．深度 76.81 m以深では亜円礫を主体とする礫層が卓越する． 

 同定されたテフラは，深度順に，沼沢沼沢湖テフラ（Nm-NM，5.4 ka；山元，2003） 

3.59～4.09 m，姶良丹沢テフラ（AT，30 ka；Smith et al., 2013） 17.00～17.05 m，大仙

倉吉テフラ（DKP，55～66 ka；鈴木ほか，2016） 30.05～30.12 m，沼沢金山テフラ
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（Nm-KN；鈴木ほか，2004） 31.10～31.63 m，赤城追貝テフラ（Ag-OK；鈴木ほか，

1995） 36.79～36.82 m，砂子原田頭テフラ（TG，129 ka；鈴木ほか，2004，青木ほか，

2008）44.58~45.75 m，砂子原松ノ下テフラ（Sn-MT，180-260 ka；鈴木ほか，2004） 

84.91～88.34 m である．また，深度 99.25～99.26 m から検出されている未同定のテフラ

は，前述の通り GS-NT-1の深度 99.90～100.00 mから検出された未同定テフラと対比でき

る可能性がある． 

 

2.4.2 花粉化石の記載 

AB-12-2 コアから産出した木本植物の主な分類群は，常緑針葉樹のマツ科とスギ属，常

緑広葉樹のヤマモモ属（Myrica），および落葉広葉樹のクマシデ属／アサダ属，ハシバミ属

（Corylus）カバノキ属，ハンノキ属，ブナ属，コナラ属，ニレ属／ケヤキ属などである．

GS-AZU-1 コア，GS-SOK-1 コアと同様に主要な木本植物花粉の産出組み合わせに基づき，

上位から AB-1帯～7帯までの地域花粉群集帯を設定した（図 4d）． 

AB-1帯（試料番号30.25～34.15）マツ科のモミ属，トウヒ属，ツガ属，マツ属が優占し，

コナラ属，ニレ属／ケヤキ属などの広葉樹種やスギ属は低率である．試料番号 30.25 で

はカバノキ属が多く産出する． 

AB-2 帯（試料番号 36.60，36.80）AB-1 帯と比べてマツ科が減少する．ブナ属やコナラ属，

ニレ属／ケヤキ属は低率である．試料番号 36.60 ではヤマモモ属，クマシデ属／アサダ

属，ハシバミ属が，試料番号 38.80ではスギ属が高率を占める． 

AB-3 帯（試料番号 43.10，46.05）ハンノキ属，コナラ属，ニレ属／ケヤキ属が優勢とな

る．試料番号 43.10 ではスギ属が多く産出する一方，マツ科とカバノキ属は極めて低率

である．試料番号 46.05ではツガ属，マツ属とカバノキ属が増加する． 

AB-4 帯（試料番号 50.60～67.30）モミ属，トウヒ属，ツガ属，マツ属とカバノキ属が優

勢である．ブナ属やコナラ属，ニレ属／ケヤキ属は極めて低率である．ほか，ヤマモモ

属とハシバミ属が試料番号 50.60と 62.50で高率に産出する． 

AB-5帯（試料番号73.05，76.45）カバノキ属，ハンノキ属，ニレ属／ケヤキ属が優勢で，

クマシデ属／アサダ属やハシバミ属も伴う．ブナ属，コナラ属も低率ながら産出する．

マツ科はマツ属を除き極めて低率である． 

AB-6 帯（試料番号 88.35）トウヒ属，スギ属，ハンノキ属が優勢で，その他はほとんど産

出しない． 

AB-7 帯（試料番号 99.26）マツ属，ブナ属ニレ属／ケヤキ属が比較的高率を占める．コナ

ラ属も AB-4帯と同程度に産出する． 
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